
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号を音響に変換する電気音響変換素子と、
　この電気音響変換素子の放音側に設けられ、耳孔に挿入されたとき、上記電気音響変換
素子の発した音を外耳道へ導くイヤーピースと
を有するイヤホンにおいて、
　上記イヤーピース

上記電気音響変換素子の放音側に形成された気室を
けるとともに、

　この開口に通気抵抗体を設ける
ようにしたイヤホン。
【請求項２】
　請求項１に記載のイヤホンにおいて、
　上記イヤーピースを弾性体により形成する
　ようにしたイヤホン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、音質を改善したイヤホンに関する。
【０００２】
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のうち、これを上記耳孔に挿入したときに上記外耳道が接する部分よ
りも外側の部分に、 、上記イヤーピー
スの外部に開放する複数の開口を設



【従来の技術】
イヤホンは、基本的には図６に示すように構成されている。すなわち、符号１は、オーデ
ィオ信号を音響に変換する電気音響変換素子を示し、これは例えばムービングコイル形に
構成され、振動板１１を有する。そして、素子１の放音側、つまり、前面には、振動板１
１の保護板２が設けられるとともに、この保護板２には、振動板１１からの音波を通過さ
せる透孔２１が形成される。
【０００３】
さらに、この保護板２の前面は、イヤーピース３で覆われる。このイヤーピース３は、イ
ヤホンの使用時、リスナの耳孔に挿入される部分であり、このため、例えば適度の弾力性
を有するプラスチック材により、外耳道の入り口に対応した形状に形成される。そして、
その先端には、放音用の開口（透孔）３１が形成される。
【０００４】
また、素子１の背面は、プラスチック材により形成されたカバー４により覆われる。この
場合、カバー４の内部において、素子１の背面には所定の容積の気室４１が形成されると
ともに、この気室４１が透孔４２を通じて外部に開放され、素子１の背面に所定の制動抵
抗を有する音響回路が構成される。
【０００５】
さらに、素子１には、カバー４を通じてイヤホンコード５が接続される。
【０００６】
したがって、イヤーピース３を耳孔へ挿入すれば、素子１の発した音は、イヤーピース３
を通じて外耳道へと導かれ、これを聴くことができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上述のイヤホンの周波数特性を測定すると、例えば図２に曲線Ｘで示すように
なり、低音域が過剰で、こもった音になってしまう。
【０００８】
これは、音響等価回路によると、次のように説明される。すなわち、上述のイヤホンにお
いては、イヤーピース３により素子１の前面に気室３２が形成されるとともに、この気室
３２はほぼ閉じている。このため、図５に音響等価回路を示すように、気室３２が音響負
荷として作用するとともに、この気室３２は容量性（容量Ｃ L）を示す。したがって、低
音域では、制動側が容量制御になるので、ほぼ平坦な周波数特性になる。しかし、高音域
では慣性制御になるので、レベル不足になる。つまり、図２に曲線Ｘで示すような周波数
特性となる。
【０００９】
そこで、図７に示すように、イヤーピース３に小孔３３を設け、低音域のレベルを下げる
ことが考えられる。
【００１０】
しかし、このようにすると、図４に音響等価回路を示すように、音響負荷は、気室３２に
よる容量Ｃ Lと、小孔３３によるイナータンスＭ Lとの並列回路になる。したがって、低音
域では、慣性負荷になるので、図２に曲線Ｙにより周波数特性の測定結果を示すように、
低音域のレベルの減衰が急峻になり、低音の伸びがなくなる。また、容量Ｃ Lおよびイナ
ータンスＭ Lにより中音域に共振を生じるようになる。この結果、くせのある音となり、
音質上の問題が避けられない。
【００１１】
この発明は、以上のような問題点を解決しようとするものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　この発明においては、
　オーディオ信号を音響に変換する電気音響変換素子と、
　この電気音響変換素子の放音側に設けられ、耳孔に挿入されたとき、上記電気音響変換
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素子の発した音を外耳道へ導くイヤーピースと
を有するイヤホンにおいて、
　上記イヤーピース

上記電気音響変換素子の放音側に形成された気室を
けるとともに、

　この開口に通気抵抗体を設ける
ようにしたイヤホン
　とするものである。
【００１３】
この結果、低音域の過剰さが抑えられるとともに、中音域の共振も解消され、素直な周波
数特性とされる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１において、イヤホンが、電気音響変換素子１、イヤーピース３およびカバー４などに
より例えば図６において説明したように構成される。ただし、このとき、イヤーピース３
に、所定の大きさの開口（透孔）３４が形成されるとともに、この開口３４をふさぐよう
に、イヤーピース３の内側に、通気抵抗として例えば不織布３５が貼付される。
【００１５】
　この場合、開口３４は、イヤーピース３のうち、これを耳孔に挿入したときに外耳道が
接する部分よりも外側の部分に形成される。また、開口３４（および不織布３５）の数は
、目的とする特性が得られるように、複数個とする
【００１６】
このような構成によれば、気室３２は、開口３４および不織布３５を通じて外部に開放さ
れるとともに、このとき、不織布３５により通気抵抗が与えられるので、このイヤホンの
音響等価回路は図３に示すようになり、音響負荷は、気室３２による容量Ｃ Lと、不織布
３５による抵抗Ｒ Lとの並列回路になる。したがって、低音域および中音域ではレベルが
減衰するとともに、低音域に向かってなだらかに減衰する。また、開口３４により中音域
における共振が解消される。
【００１７】
図２において、曲線Ａは、図１のイヤホンの周波数特性の測定結果を示すもので、この測
定結果からも明らかなように、低音域が過剰となることがなく、しかも、より低い周波数
まで特性が伸びている。また、中音域に共振がなく、特性が平坦である。
【００１８】
こうして、このイヤホンによれば、より優れた周波数特性を得ることができるので、これ
までのイヤホンでは実現しにくかった、より自然な音感を得ることができる。しかも、そ
のためには、イヤーピース３に開口３４および不織布３５を設けるだけでよい。
【００１９】
なお、上述において、イヤーピース３は、硬質のプラスチック材により構成することでき
る。
【００２０】
【発明の効果】
この発明によれば、周波数特性が素直で、より自然な音感のイヤホンを得ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一形態を示す断面図である。
【図２】周波数特性の測定結果を示す図である。
【図３】この発明の一形態の音響等価回路である。
【図４】この発明を説明するための音響等価回路である。
【図５】この発明を説明するための音響等価回路である。
【図６】この発明を説明するための断面図である。
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のうち、これを上記耳孔に挿入したときに上記外耳道が接する部分よ
りも外側の部分に、 、上記イヤーピー
スの外部に開放する複数の開口を設

。



【図７】この発明を説明するための断面図である。
【符号の説明】
１＝電気音響変換素子、２＝保護板、３＝イヤーピース、４＝カバー、５＝イヤホンコー
ド、１１＝振動板、３１＝透孔、３２＝気室、３４＝開口、３５＝不織布、４１＝気室、
４２＝透孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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